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☆ 点鐘 

◎ ロータリーソング ： それでこそロータリー 

◎ ゲスト ： 第 2540 地区ガバナー・桑山明久様（本荘ＲＣ） 

北区ガバナー補佐    金子 信様（能代白神ＲＣ） 

◎ 会長の時間 ： （畑澤会長） 

・・暑い中本当にご苦労様でした。大変な暑さで、だんだん体力も失われてきている状態です。

本当に異常気象なのか分かりませんが、ニュースを聞いていると、北海道で今日４０度にな

るところもあるみたいです。五城目町も馬場目川の水がだんだん少なくなっており、毎日防

災無線で節水を呼び掛けておりますが、なかなか改善できない状況のようです。頼りの萩形
はぎなり

ダムもほとんど水が無い状況のようで、放水も出来ない状況にあるようです。この後もしか

すると、夜は水を出さなくする感じでしたので、一雨欲しい所です。 

今日は、桑山ガバナーがお出でになっておりますので、この後桑山ガバナーの今年度のい

ろんな思いを話してくれると思っております。ガバナーの経歴については、「計画書」の３

ページに載っておりますので、ご覧になって頂ければと思います。事前の面談の中で、会員

増強についても、いろいろ情報交換して頂きました。他地区のロータリークラブの会員増強

について、いろいろヒントも頂きました。五城目ロータリークラブも会員増強に努めて行き

たいと思っておりますので、皆さんからも、いろんな情報を頂きながら、進めて行きたいと

思っておりますので、よろしくお願いします。 

 

☆ 幹事報告 （八木下幹事）            

＊前年度の地区より「五高のインターアクトクラブ活動報告」依頼が来ています。報告済み

です。＊24-25 年度・ロータリー財団・地区補助金の事業報告の依頼。五城目小学校創立１

５０周年記念スクールソングの額の事業報告です。＊男鹿北ＲＣより『親睦ゴルフ・コンペ

と合同例会の案内』が来ています。８月３１日（日）ゴルフ：ＡＭ９：００～（男鹿ゴルフ

クラブ）、合同例会ＰＭ４：３０～（オートキャンプ場）各３０００円。参加は後日。 
 
☆ ニコニコ （自己申告） ☆桑山ガバナー様。金子ガバナー補佐様から沢山ニコニコ頂きました。ありがとうございます。 

再確認事項＊八木下会員 ：先週も案内状をお渡ししましたが、明治１９年の疫病災禍（コ

レラ）で五城目町で１６０名の犠牲が出た。このことは後世に伝えなければと思います。今

年は１４０回忌に当たりますので、その法要を高性寺境内の追悼碑の前で行います。ご参加

して頂ければと思います。 

 

☆ ガバナー講話（桑山明久ガバナー） 

・・皆さんこんにちは。今年度ＲＩ第２５４０地区・ガバナーを務めさせて頂きます本荘ロ

ータリークラブの桑山と申します。どうぞよろしくお願いいたします。私の紹介の所を附則

( 本年度第 ３ 回例会 ) 

Ｕ ＮＩＴＥ  ＦＯＲ  ＧＯ ＯＤ 

◎  よいことのために手を取りあおう 

ガバナー公式訪問 

能代男鹿分区・担当 

ＡＭ１１：００～ 

会長幹事面談 



しますと、私は生まれも育ちも北海道でありまして、中学校３年の時に、医師になりたい

と思うキッカケがありまして、それで医学部を目指しました。うちは貧乏でしたので、御

金の掛かる私立医大は到底無理ということで、国立大を狙い
ね ら い

勉強は頑張りました。私が受

験した頃は、国立一期校、二期校というのがあった時代です。地元の一期校が大丈夫だと

言われて、受けたのですが、見事に落ちました。１年浪人しまして、予備校でも大丈夫と

いうところも、二期校も落ちて、医者を辞めようと思っていたところ、秋田大に医学部が出

来ると、入学試験が５月３日ということで、そこを落ちたら医者になる夢を諦めようと、あ

とは文学部へと思っていました。それで受けに行きました。秋田に着いたのが、５月１日で、

今では想像がつかないですが、花見の盛りで、千秋公園はもう凄い人出で、美味しい物を食

べて、お酒を飲んで、楽しくやっている所でした。私は受かる訳もない試験を受けに来たと

いうことで、非常にわびしい思いで受験をしました。１日で終わりました。その時、秋田は

もう来ることはないと思って、実は平田篤胤という人の墓が手形山にあると聞いたので、行

きました。試験官が「平田篤胤先生のお墓を、お参りして頂けるんですか？ぜひよろしく」

ということで、多分受験生で平田篤胤さんのお墓に行ったのは僕しか居ないと思う。それが

効いたか如何か分からないですが、合格しちゃいました。私は秋田大学・医学部の第一期生

ということで、秋田からは６名の方が合格されています。私と北海道からからは７名合格し

て、秋田に参りました。そのまま将来の事は考えず学生生活を送っていました。とてもこの

先生について行きたいという内科の先生が居ました。私が卒業して間もなく、その先生が教

授にになりまして、第３内科というところで、以後私は内科医をやっています。実は五城目

町とのご縁がありまして、湖東病院の最近まで院長をやっていました中鉢先生は私の５期後

輩になります。とても優秀な男で、しかも気持ちも明るくて優しい、とてもいい男です。そ

ういうわけで秋田県には非常に感謝しております。 

昨年の地区大会で、ガバナーエレクト紹介の時に、その事を紹介したのですが、「秋田に

は非常に感謝していると・・。その次にロータリークラブに入れて頂いたことに感謝してい

る」。本荘市で勤務医をしておりまして、本荘第一病院のところに、新しく病院を作るので、

お前「副院長」に来ないか？と言われまして、その時私はまだ３７歳だった。院長になる方

は私より１４年上で、５３歳でした。勤めておりましたが、７～８年経った頃、院長室に呼

ばれて、「お前ロータリーの人が迎えに来た。ロータリークラブに入れ。」ということで、実

はとてもうれしかったです。病院の中というのは、なかなか友達関係と言うのは、医者の中

では出来るんですが、地元の人方との友達関係になれるのは、無かった。そういう時にロー

タリークラブに入れてもらった事は、本当にうれしく、これで私も本荘の人間に、秋田県人

になれたと言う思いで、とてもうれしかった事を覚えています。それで、入会式の時に聞こ

えてきたんです。今度も欠席だけだろうな・・・と、話を確かめたら、前に入っていた院長

は、入会以来ほとんど出なかった。欠席だけで、その頃はロータリークラブというのは、出

席に非常にうるさかった。４回連続して例会に出られなかったら、退会を会長が言える規則

がありました。それで出席確認に来たら、じゃ桑山を入れるよという事になったと聞きまし

た。実はそれ以来１００％出席をずっと続けております。ただ最近になって、ロータリーは

あまり出席をうるさく言われなくなりました。１００％出席表彰もクラブからしてもらえな

くなりました。私はメークアップもして、まだ１００％が続いていると思っております。本

当にロータリークラブに入って、地元の人達と良いお付き合いが出来たということで、とて

もロータリーには感謝しております。そうこうしている内に、本荘ロータリークラブから「ガ

バナー」を出さなければいけない、あと３年後に・・・どうすると言う事になりまして、「ひ

ょっとしたら、僕に回って来るかもしれない。どうしよう、あくまでも断るか、その時これ

から考えると言わず、引き受けられるか、その事を根回しして来ました。一番の難物は家内



です。ところが、家内はあっさり「いいわよ。」と言ってくれました。それには「大谷翔平

が・・・」ガバナーになる為には、国際協議会があって、アメリカに１週間行かなければな

らない。それは、アナハイム、当時大谷選手はアナハイムエンジェルスに居ました。そした

ら大谷に合えるかもしれないよ。と言ったら、「じゃ、いいわよ」と・・・。それからもう

一つ、仕事、職業の方ですが、うちの息子は、苦戦の末、彼も国立ねらいで、岐阜大学医学

部に受かって家に帰って来て、仕事の方も一応目処が付いたと言う事で、お引き受けしまし

た。それから大変です。実はロータリーの事を全然知らなかったのです。全然知らなくて、

自分のクラブから外に出たのは、学会出張で京都、それから東京、横浜、札幌と行った折に

メークアップをして来ました。そうすると東京中央ＲＣで例会に行きました。びっくりしま

した。帝国ホテルで１２：３０からで、少し前に行ったら、若いお姉さんが、ビール、水割

り、ワインを持って来て、こう言う世界もあるんだと・・この事に関しては、同期のガバナ

ーが文句を言った方が居るそうです。ロータリーというのは、とても良い人方が集まって、

素晴らしい所だと、つくづくメークに行った時など考えさせられました。そこで感じた事は、

ロータリーの会員であると言う事は、他のクラブの例会にメークが出来る。そこで別のロー

タリーの体験が出来ると言う事、ロータリー会員であることは、すごい権利を持っているも

のだと、思った覚えがあります。 

さて今日は、会長さん幹事さんと面談致しました。その前に、ガバナー補佐の金子さんが、

皆さんに大変歓迎して頂いて、２次会まで付き合って、カラオケも歌って来たと、報告を頂

いております。本当にありがとうございました。ガバナー補佐の金子さんは、我が地区の宝

物だと思っています。この若さで、ガバナー補佐を引き受けて頂いて、しかも事前訪問をと

ても楽しんでやって頂いております。そしてその報告は、ありきたりの報告ではなくて、彼

の感性から得たそのクラブの印象、そのクラブの楽しさという事です。さらにガバナーから、

こういう所で、何かお力添えをしてもらいたい所まで書いて報告をしてくれています。その

中で、このクラブは、とても皆さん仲良く、楽しい、少人数ではあるけれども、とても楽し

く頑張っているクラブであることを書いておられました。先ほど、会長幹事さんと、会員を

どうやって増やそうかと、皆で一生懸命考えながら、声を掛けあって、やれる人に声を掛け

会員増強に努めているところですが、苦戦している・・と。確かにそうだと思います。私の

クラブでも、相当苦戦してようやく会員になって頂いたということで、昨年２名増員出来ま

した。私の考えていることは、どうやったらロータリーに入りたい、行ってみようかな、と

言う気持ちになってもらうか。その辺の事を先ほどお話ししたところです。要点は、とに角

皆で楽しくやって下さい。皆が楽しくやっている所に、オープン例会とかにご招待して、皆

さん楽しそうだな、自分も入れてもらえたら、楽しい会の一員になれると、こう言う所から

まず入って行ったらいかがでしょうかと、お話ししました。僕は何のためにロータリーに入

るのか、それを考えていました。一つは奉仕をする為？でも僕は最初そんなことは考えてお

りませんでした。僕は先ほど言いました。入れてもらってうれしかった。地元の人達の仲間

に入れてもらった。僕は地元の一員になれた、と言う事もうれしかった。要はロータリーと

いうのは、親睦、友情、信頼、これが確認できる会であると思っています。ロータリーで一

番大事な事は、何々の奉仕をやりました。これこれの奉仕をやりました。というより、みん

な仲良く、楽しく、そこに行くとホッとする、という仲間と一緒に酒を飲みかわして楽しい

なと思える・・・それがロータリーの一番の魅力だと思っております。これはロータリーの

ガバナーに決まって、いろいろ本を読み始めたのですが、一番印象に残ったのは、ロータリ

ー創始者のポール・ハリスが日本に来られた時、東京ロータリークラブ、大阪ロータリーク

ラブが出来た頃です。その時、日本の何方
ど な た

かから質問がありました。「如何してロータリー

を創ろうと思ったのですか？」その時ポール・ハリスの返事が「さびしかったから、友達が

ポール・ハリス
が日本に来た
のは、1935.2.9
です。第５回 
太平洋地域大
会・マニラの帰

りに東京、大阪
に立ち寄った。 
昭和１０年です。 



欲しかった」と言う返事だそうです。ですから、ロータリーの最大の目的は親睦と友情と信

頼だと思っております。よく言われます「ライオンズクラブ」と何が違うかと・・ライオン

ズクラブでは、ロータリーに入った人が、ロータリーは奉仕活動をあまり熱心にやっていな

い。自分は奉仕活動にもっともっと力を入れる集まりを創りたい。それでライオンズクラブ

を創った。そういう風に言われております。 

私が皆さんにお願いしたい事、一つは「ＲＬＩ」ロータリー・リーダーシップ・研究会に

参加してみて下さい。ＲＬＩに参加してみると、とてもうれしかった事は、他のクラブの方々

と知り合いになれる、金子さんもそうです。昨日訪問した秋田ロータリークラブも、県内最

初に出来たクラブです。ＲＬＩで知り合いになった方々です。知り合いが広がります。私は

とてもＲＬＩに感謝しております。昨年の地区大会でも、３つの感謝しているもの、「秋田

県」「本荘ＲＣ」「ＲＬＩ」この３つと言いましたが、そして今年、４番目にガバナーにして

もらえた事、この事で、世界がどんどん広がりました。同期のガバナーは全国に３４人居ま

す。まずその原点は、ロータリーを学び、世界を拡げていく所に、より充実したロータリー

を知り、ロータリーの喜びがあると思っております。それでロータリーの呼び掛けで、私の

「ロータリーを学ぼう」の事にしましたので、ＲＬＩに参加してみて下さい。それから昨年

までやっていなかった事ですが、２点申し上げます。１つは、「ロータリー平和センター」

の存在を知って頂きたい。これは世界で今７つの平和センターが出来ております。日本では、

東京の国際キリスト教大学に大学院修士課程で２年間の平和センターが設置されておりま

す。その支援は、ロータリー財団が主なところを支援しております。留学生の日本でのいろ

んな体験とか、見学に行ったり、行事のために支援金、ロータリーの中では、会員１人当た

り１５円の支援、本年度からは３０円に値上がりしました。目的は、平和の構築、紛争予防

という事で、平和フェローが活動しております。もう一つは、「ウクライナを支援するＩＣ

Ｃ，インター・カントリー・コミｲティー」と言います。ウクライナの第２２３２地区と日

本国内の賛同する地区とで、調停を結ぶと言いう事で、７月５日のクラブ活性化セミナーで

参加を表明しております。これに関して第２５２０地区の仙台のガバナーから返事が届きま

して、これは金銭的負担はありません。一番の目的に、日本のロータリーのこれだけの地区

がウクライナの人々を支援すると言う気持ちを表明してウクライナの人々の精神的な支え

となる委員会の設置です。時間いっぱいになりました。話したい事はまだいっぱいありまし

たが、以上で私のお話しを終ります。今日はどうもありがとうございます。 

 

☆ 出席率報告  

 

 

 

☆ 点鐘（午後 １：４０） 

 

 

 

 

 

  

 

【例会場】  グリーンロイヤル丸富 

〒018-1706 五城目町字下タ町 248 

    Tel018-852-2140 Fax018-852-4049 

〔出席報告〕１２名中  ９名出席  ７５％ 

事前メーク０名、申告欠席 ３名、病気欠席 ０名 

ロータリー情報     


